
　４月６日、町内の各小中学校で入学式が行われました。
　小学校では乙部19人、栄浜６人、明和１人の合計26人、
乙部中学校には35人が入学しました。
　名前を呼ばれると、元気に「はい」と起立しながらも、少
し緊張しているようでしたが、すぐに教室には笑顔があふれ
ていました。

夢と希望を胸に輝く未来へ

平成26年
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夢
と
希
望
の
も
て
る

　
豊
か
で
住
み
良
い
郷
土

　
　
乙
部
町
の
発
展
を
め
ざ
し
て

平成 26 年度

町政執行方針
乙 部 町

※この町政執行方針は、 
平成 26 年 3 月 6 日開会
の第 1 回町議会定例会
で、冒頭に町長が述べた
ものです。

町政執行方針を述べる寺島町長

　

平
成
二
十
六
年
乙
部
町
議
会
第

一
回
定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
新
年

度
予
算
案
並
び
に
関
連
案
件
を
提

出
す
る
に
あ
た
り
、
町
政
執
行
へ

の
所
信
を
申
し
上
げ
、
町
議
会
議

員
並
び
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
は
、
津
波
被
害

始
め
原
発
事
故
の
影
響
な
ど
未
だ

多
く
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
被

災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
政
権
が
交
代
さ
れ
、
長

引
い
た
国
内
経
済
も
よ
う
や
く
回

復
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
ま
す

が
、
地
域
の
活
性
化
や
雇
用
を
維

持
す
る
た
め
、
国
は
、
地
方
公
共

団
体
と
の
連
携
を
密
に
し
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
適
切
な
対
策
を

講
じ
て
ほ
し
い
も
の
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

特
に
、
地
方
は
、
景
気
の
低
迷

に
よ
る
税
収
等
の
減
少
で
財
政
運

営
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
、
今
日
ま
で
行

財
政
改
革
の
推
進
を
始
め
、
各
種

補
助
制
度
の
活
用
を
図
る
な
ど
、

合
理
的
業
務
の
推
進
と
各
般
に
わ

た
る
施
策
の
推
進
に
努
め
、
自
立

体
制
の
確
立
と
財
政
の
健
全
化
を

図
り
な
が
ら
、
産
業
の
振
興
、
医

療
・
福
祉
の
充
実
、
更
に
は
、
生

活
基
盤
・
環
境
整
備
、
防
災
対
策

な
ど
各
般
に
亘
り
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
活
力
と
希
望
の
持

て
る
豊
か
で
安
全
・
安
心
な
町
づ

く
り
を
目
指
し
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
経
費
の
一
層
の
節
減
合

理
化
、
重
点
化
等
を
図
る
な
ど
、

将
来
に
わ
た
り
収
支
均
衡
の
健
全

な
行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
方
に
お
い
て
は
、
地
域
経
済

や
雇
用
不
安
な
ど
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
夢
と
希
望
の
も
て
る
豊
か
で

住
み
良
い
郷
土
乙
部
町
の
発
展
を

め
ざ
し
て
、
次
の
三
つ
の
基
本
的

姿
勢
の
も
と
で
、
町
政
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

※
町
民
の
暮
ら
し
を
大
切
に
す

 　

る
町
民
本
位
の
町
政

 

※
町
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
参

　

 

加
で
き
る
清
潔
公
正
で
民
主

　

 

的
な
町
政

 

※
健
康
で
心
豊
か
な
活
力
と
希

　

 

望
の
も
て
る
町
づ
く
り

　

過
去
三
十
一
年
間
の
町
政
を
振

り
返
っ
て
み
て
、
町
政
の
根
幹
は

豊
か
な
町
づ
く
り
を
進
め
町
民
生

活
が
安
定
充
実
す
る
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
た
め
に
は
町
民
本
位
の

町
政
を
町
民
が
お
互
い
理
解
し
協

力
し
た
中
で
、
心
を
一
つ
に
町
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
何
よ
り

も
大
切
な
こ
と
と
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

特
に
、
政
治
・
経
済
も
よ
う
や

く
安
定
基
調
に
向
か
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
今
後
と
も
、
お
互
い
知

恵
を
出
し
あ
い
、
町
財
政
の
健
全

化
を
堅
持
し
つ
つ
町
民
の
視
点
に

立
っ
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る

と
と
も
に
、
町
民
の
一
人
ひ
と
り

が
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る

町
、
誇
り
を
も
て
る
町
づ
く
り
に

全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

国
の
財
政
が
極
め
て
厳
し
い
状

況
下
に
あ
っ
て
、
政
権
が
交
代
さ

れ
、
各
種
の
経
済
対
策
を
打
ち
出

は
じ
め
に

町
政
の
基
本
的
姿
勢

自
立
体
制
の
確
立
と
財
政

の
健
全
化

町
政
の
課
題
と
主
な
施
策
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さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
地
方
財
政
は
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
政

府
は
、
地
域
主
権
の
下
に
地
域
活

性
化
や
地
方
財
政
対
策
と
し
て
、

二
十
六
年
度
の
地
方
交
付
税
等
全

体
と
し
て
は
、
前
年
度
水
準
を
確

保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
小
規

模
町
村
に
お
い
て
は
税
収
等
の
伸

び
が
期
待
で
き
な
く
、
厳
し
い
行

財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
国
の
地
域
経
済
、
雇

用
対
策
、
更
に
は
地
方
分
権
・
地

方
主
権
の
動
向
等
を
見
据
え
な
が

ら
自
立
体
制
の
基
盤
強
化
の
た
め

に
も
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
確

保
、
更
に
は
少
子
高
齢
社
会
へ
の

対
応
な
ど
重
要
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
お
互
い
痛
み

を
共
有
し
た
中
で
、
引
き
続
き
行

財
政
改
革
を
着
実
に
推
進
し
、
将

来
の
世
代
に
責
任
を
持
て
る
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

地
域
産
業
の
振
興
発
展
は
、
永

続
的
な
自
立
を
着
実
に
進
め
て
い

く
た
め
に
、
最
も
重
要
な
課
題
で

あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
第
一
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
厳
し
い
環
境
下
に
あ
り
ま
す

が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
始
め
、
国
の
施
策
動

向
等
を
注
視
し
つ
つ
、
地
域
の
農

林
水
産
業
の
振
興
と
地
域
資
源
の

活
用
を
図
る
な
ど
、
積
極
的
に
支

援
し
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
お
い
て
は
、
重
要
施
策

と
し
て
進
め
て
い
る
再
生
プ
ラ
ン

の
柱
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な

ど
着
実
に
成
果
が
出
て
お
り
、
今

後
と
も
基
盤
整
備
を
始
め
、
生
産

者
及
び
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図

る
と
共
に
、
新
た
な
作
物
の
導
入

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
漁
業
で
は
、
残
念
な
が

ら
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
漁
も
大
変
厳
し

い
状
況
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
は
、
サ
ク
ラ
マ
ス
、
ウ

ニ
、
ナ
マ
コ
、
ニ
シ
ン
な
ど
育
て

る
漁
業
の
積
極
的
な
推
進
や
二
次

加
工
な
ど
付
加
価
値
の
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
雇
用
の
確

保
は
も
と
よ
り
、
森
林
の
多
様
な

公
益
的
機
能
を
一
層
高
め
る
た
め

に
森
林
の
整
備
や
林
道
整
備
を
積

極
的
に
進
め
、
豊
か
な
森
林
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。　

　

商
工
業
及
び
観
光
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
活
性
化
と
雇
用
の
場

の
創
出
を
図
る
た
め
、
温
泉
を
利

用
し
た
宿
泊
体
験
施
設
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
農
林
水
産
業

と
の
連
携
に
よ
る
地
場
産
品
の
開

発
や
既
存
産
業
の
育
成
な
ど
関
連

企
業
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
町
内
企
業
の
事
業
縮
小

や
大
型
ス
ー
パ
ー
の
休
業
な
ど
、

生
活
不
安
が
出
て
お
り
ま
す
が
、

一
方
、
道
内
で
も
有
数
の
水
産
加

工
会
社
（
町
出
身
者
）
等
が
進
出

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
地
域
の
活

性
化
や
雇
用
の
確
保
な
ど
大
き
な

役
割
を
果
た
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
高
齢
者
等
へ

の
悪
質
商
法
等
被
害
防
止
を
始

め
、
町
民
の
心
配
ご
と
な
ど
に
積

極
的
に
対
応
し
、
町
民
の
不
安
解

消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

・
生
産
者
団
体
の
育
成
・
強
化
（
担

　

い
手
の
育
成
・
支
援
）

・
農
業
再
生
プ
ラ
ン
の
推
進
（
ブ

　

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
大
豆
、
地
力
増

　

進
等
）

・
付
加
価
値
の
高
い
特
産
物
の
生

　

産
（
高
設
イ
チ
ゴ
、
立
茎
ア
ス

　

パ
ラ
）

・
農
業
生
産
基
盤
整
備
の
推
進（
区

　

画
拡
大
・
暗
渠
排
水
等
）

・
町
有
林
及
び
民
有
林
整
備
事
業

　

の
推
進

・
林
道
整
備
事
業
の
推
進
（
村
山

　

緑
線
、
鳥
山
富
岡
線
、
魚
つ
き

　

の
森
線
）

・
森
林
組
合
の
健
全
な
育
成
と
事

　

業
の
拡
大

・
は
ち
み
つ
の
里
の
森
づ
く
り
事

　

業
及
び
集
落
支
援
事
業
の
推
進

・
水
産
環
境
整
備
事
業
（
乙
部
・

　

増
殖
施
設
、
豊
浜
・
魚
礁
）

・
育
て
る
漁
業
の
推
進

　

○
ウ
ニ
、
ホ
タ
テ
、
ナ
マ
コ
等

　
　

増
養
殖
事
業

活
力
あ
る
産
業
の
育
成
と

働
く
場
の
確
保

農
林
業
の
振
興

　農業再生プラン
に基づき、持続可
能な農業とするた
め、ブロッコリー
などの契約栽培の
推進、ハウス栽培
による立茎アスパ
ラガスなど高収益
作物を柱とし、農
業経営の安定を目
指します。

農業の振興

　ウニ、ナマコな
どの育てる漁業を
推進し、水産環境
の整備として、稚
ナマコの減耗対策
として漁礁や藻場
造成等に努め、安
定した漁業経営を
目指します。

漁業の振興

漁
業
の
振
興
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○
サ
ク
ラ
マ
ス
、
サ
ケ
、
ニ
シ

　
　

ン
等
の
稚
魚
放
流
事
業

　

○
磯
焼
け
対
策
の
取
り
組
み　

　
　
（
藻
場
造
成
等
）

・
資
源
の
高
付
加
価
値
化
（
ス
ケ

　

ト
ウ
ダ
ラ
等
）

・
地
域
の
消
費
拡
大
と
地
元
産
出

　

の
農
林
水
産
物
の
二
次
加
工
の

　

推
進

・
既
存
企
業
等
の
育
成
、
強
化

・
市
街
地
中
心
街
の
活
性
化

・
観
光
資
源
及
び
関
連
施
設
の
活

　

用
・
宿
泊
体
験
施
設
の
整
備

・
緊
急
雇
用
創
出
推
進
事
業
の
推

　

進
・
新
た
な
製
造
業
の
進
出
と
雇
用

　

の
場
の
確
保

　

少
子
・
高
齢
社
会
の
中
で
、
町

民
が
お
互
い
を
思
い
や
り
、
い
た

わ
り
の
心
を
も
っ
て
助
け
合
い
、

安
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
、
調
和
の

と
れ
た
き
め
細
か
い
施
策
を
推
進

し
て
、
心
豊
か
な
住
み
良
い
地
域

社
会
の
形
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

・
医
療
・
保
健
体
制
の
整
備
（
病

　

院
経
営
、
医
師
の
確
保
等
）

・
こ
ど
も
医
療
費
給
付
事
業
の
推

　

進
・
各
種
検
診
等
保
健
活
動
の
推
進

　
（
特
定
健
診
、
保
健
指
導
、
が

　

ん
検
診
、
健
康
相
談
、
健
康
教

　

育
等
）

・
心
か
よ
う
福
祉
施
策
の
推
進（
介

　

護
支
援
・
予
防
事
業
等
の
推
進
）

・
健
康
づ
く
り
運
動
の
推
進
（
健

　

康
づ
く
り
推
進
協
議
会
と
の
連

　

携
）

・
道
南
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
事
業

　

の
推
進
（
広
域
事
業
）

・
海
岸
、
河
川
、
山
地
等
の
保
全

　

生
活
道
路
の
整
備

・
下
水
道
の
整
備
及
び
合
併
処
理

　

浄
化
槽
設
置
促
進
事
業
の
推
進

・
廃
棄
物
対
策
の
推
進
（
ご
み
、

　

し
尿
等
）

・
地
区
集
会
施
設
の
整
備

・
教
育
施
設
等
の
維
持
・
整
備

・
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

　

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

　

ふ
る
さ
と
会
と
の
連
携
を
深

め
、
情
報
発
信
や
ふ
る
さ
と
寄
附

金
な
ど
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

（
東
京
お
と
べ
会
・
さ
っ
ぽ
ろ
乙

部
会
・
函
館
お
と
べ
会
・
根
室
乙

友
会
）

　

当
町
に
お
け
る
大
規
模
な
懸
案

事
業
は
、
そ
の
推
進
に
積
極
的
に

努
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
と
も

生
活
施
設
や
公
営
住
宅
等
の
整
備

に
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

・
公
営
住
宅
整
備
事
業
（
緑
町
地

　

区
・
実
施
設
計
・
木
造
２
棟
４

　

戸
）

・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

　

業
（
緑
町
、
鳥
山
地
区
）

・
橋
梁
長
寿
命
化
事
業

　

街
な
み
環
境
整
備
事
業
（
セ
ッ

　

ト
バ
ッ
ク
修
景
等
）

・
宿
泊
体
験
施
設
整
備
事
業
（
館

　

浦
地
区
）

・
地
区
集
会
施
設
整
備
事
業
（
千

　

岱
野
地
区
）

・
消
防
施
設
の
整
備
事
業
（
消
防

　

車
更
新
、
消
防
・
救
急
無
線
の

　

デ
ジ
タ
ル
化
）

　

公
共
事
業
は
益
々
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
基
盤
整
備
の
充

実
と
と
も
に
産
業
の
振
興
、
雇
用

機
会
の
拡
大
等
波
及
効
果
が
大
き

く
、
国
や
道
の
行
う
事
業
の
積
極

的
な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

・
道
道
改
良
事
業
（
乙
部
港
線
、

　

旭
岱
鳥
山
線
）

・
町
道
改
良
事
業
（
姫
川
富
岡
線
）

・
水
産
環
境
整
備
事
業　
（
乙
部
・

　

藻
場
、
豊
浜
・
魚
礁
）

・
道
単
独
漁
港
維
持
補
修
事
業（
元

　

和
漁
港
・
航
路
浚
渫
）

・
治
山
事
業
（
花
磯
ほ
か
）

・
砂
防
事
業
（
花
磯
川
）

心
豊
か
な
住
み
よ
い
地
域

社
会
の
形
成

医
療
・
保
健
・
福
祉
の
充
実

生
活
環
境
の
整
備
・
充
実

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興

ふ
る
さ
と
会
と
の
連
携

公
共
施
設
の
整
備

開
発
事
業
の
促
進

　宿泊体験施設の
整備を行っていま
す。
　 客 室 は、 和 室
10 室、洋室６室、
和洋室１室、最大
80 人を収容が可
能で、平成 27 年
３月の開業予定で
整備を進めていま
す。

商工・観光の振興

　各種健診等の保
健活動、介護支援
や予防事業を推進
し、町民の健康・
福祉の充実を図る
とともに、地域の
医療体制の整備を
図ります。

医療・保健・福祉の充実

商
工
・
観
光
の
振
興

乙部町国民健康保険病院
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当
町
の
財
政
運
営
は
、
町
税
等

自
主
財
源
に
乏
し
く
国
や
道
へ
の

依
存
度
が
高
く
、
町
税
等
歳
入
の

伸
び
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら

長
期
に
わ
た
り
人
件
費
や
物
件
費

等
の
抑
制
を
図
り
財
政
の
健
全
化

に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

一
方
、
病
院
事
業
等
各
特
別
会

計
へ
の
繰
出
し
や
公
共
施
設
の
維

持
管
理
費
、
ご
み
・
し
尿
処
理
負

担
金
、
更
に
は
、
保
育
園
や
給
食

セ
ン
タ
ー
へ
の
持
出
し
を
始
め
、

介
護
・
福
祉
事
業
や
高
齢
者
医
療

制
度
な
ど
の
財
政
負
担
も
大
き
な

ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
職
員
の
一
人
ひ
と

り
が
、町
の
状
況
を
十
分
認
識
し
、

財
政
負
担
の
少
な
い
各
種
制
度
を

活
用
す
る
な
ど
、
更
に
一
層
知
恵

と
使
命
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
様
に
も
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
人
件

費
や
諸
経
費
の
抑
制
や
削
減
、
合

理
的
な
業
務
の
推
進
、
各
般
に
わ

た
る
施
策
の
効
果
的
選
択
執
行
に

努
め
る
と
と
も
に
、
町
税
等
の
収

納
率
確
保
を
図
り
、
更
に
は
、
公

共
料
金
等
に
つ
い
て
も
過
度
の
財

政
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
適

正
な
受
益
者
負
担
を
お
願
い
し
、

今
後
と
も
健
全
な
行
財
政
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
は
、
各
会
計
と
も

歳
入
、歳
出
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、

更
に
一
層
効
率
的
な
運
営
の
も
と

に
、
国
、
道
等
の
補
助
及
び
交
付

金
制
度
の
積
極
的
な
活
用
や
良
質

起
債
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
年
度
に
お
い
て
も
、

特
に
町
内
の
景
気
浮
揚
と
地
域
の

振
興
を
図
る
意
味
か
ら
も
、
投
資

的
経
費
で
、
11
億
４
，
８
０
０
万

円
を
計
上
す
る
な
ど
、
重
要
施
策

に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
展
開
す

べ
く
予
算
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

一
般
会
計

　

37
億
１
１
１
６
万
３
千
円

※
対
前
年
比
で
、
14
・
３
％
の
増

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
別
会
計

　

21
億
６
８
０
６
万
３
千
円

　
　
（
病
院
会
計
含
む
）

※ 

対
前
年
比
で
、
６
・
５
％
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

合
　
　
計

　

58
億
７
９
２
２
万
６
千
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

三
十
一
年
間
の
町
政
を
踏
ま
え

て
、
今
後
と
も
町
民
の
幸
せ
、
町

の
発
展
に
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま

い
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

乙
部
町
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り

が
、
そ
し
て
乙
部
町
出
身
者
が
ふ

る
さ
と
の
振
興
発
展
を
願
い
力
強

く
歩
ん
で
お
り
ま
す
こ
と
は
、
町

政
に
携
わ
る
一
人
と
し
て
大
変
心

強
く
感
謝
に
耐
え
な
い
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
人
口
減
少
及
び
高
齢
社

会
等
大
き
な
課
題
が
山
積
し
て
お

り
、
加
え
て
経
済
や
雇
用
不
安
な

ど
厳
し
い
時
代
に
あ
り
ま
す
が
、

更
に
、町
民
一
丸
と
な
っ
て
安
心
・

安
全
な
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
郷
土
乙
部
町
の

飛
躍
発
展
の
た
め
、
先
見
性
を

も
っ
て
幾
多
の
障
害
に
も
屈
す
る

こ
と
な
く
取
り
組
む
こ
と
が
、
行

政
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

職
員
に
お
い
て
も
、
常
に
町
民

の
目
線
に
立
っ
て
厳
し
い
地
域
の

実
態
を
良
く
見
極
め
、
自
ら
の
責

任
と
自
ら
の
判
断
に
基
づ
き
、
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
主
体
的
か

つ
効
率
的
な
行
政
運
営
を
進
め
る

た
め
に
も
、
そ
の
力
量
と
信
頼
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
急
務
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
少
数
精
鋭
に
徹
し
、
新

た
な
行
政
課
題
に
対
応
し
得
る
職

員
の
資
質
向
上
に
努
め
、
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
自
覚
と
誇
り
を

も
っ
て
日
常
業
務
に
あ
た
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

私
も
、
任
期
最
後
の
年
と
な
り

ま
し
た
が
、
更
に
一
層
、
郷
土
乙

部
町
の
振
興
発
展
の
た
め
、
誠
心

誠
意
頑
張
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
町
議
会
議
員
の
皆

さ
ん
並
び
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
一

層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
平
成
二
十
六
年
度
の
町

政
執
行
方
針
と
致
し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度

　
　
当
初
予
算
規
模

　町出身者らで組
織されているふる
さと会では、花火
大会への寄附など、
乙部町への貢献事
業を行っています。
　今後も連携して、
ふるさと乙部町の
発展に努めます。

ふるさと会との連携

　健康づくり推進
協議会との連携に
より、平成 26 年
で第 30 回目の健
康づくりの集いを
開催し、町民一人
ひとりの健康づく
りへの意識を高め
ることを目的とし
て、今後も推進し
ます。

健康づくり運動の推進

お
　
わ
　
り
　
に

行
財
政
の
健
全
運
営
・
予

算
規
模



育
成
す
る
こ
と
が
何
よ
り

大
切
で
あ
り
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
活

力
に
満
ち
た
人
間
性
豊
か

な
町
民
を
育
む
」
を
基
本

理
念
と
し
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
・
行
政
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
果

た
し
、
校
区
を
越
え
強
い

絆
の
も
と｢

オ
ー
ル
お
と
べ｣
で「
す

て
き
な
教
育
風
土
を
町
民
の
手
で
」

を
合
言
葉
に
地
域
ぐ
る
み
の
教
育

活
動
を
め
ざ
し
、
教
育
行
政
諸
施

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
の
急
激
な
変
化
は
、
子
ど

も
た
ち
の
日
常
生
活
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
お
り
ま
す
が
、
ど
ん

な
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
子
ど
も

た
ち
が
将
来
へ
の
夢
と
希
望
を
持

ち
、
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
担
い

手
と
し
て
成
長
し
て
い
く
た
め
に
、

「
オ
ー
ル
お
と
べ
」
で

す
て
き
な
教
育
風
土
を
町
民
の
手
で

平成 26 年度

教育行政執行方針
乙部町教育委員会

※この町政執行方針は、 

平成 26 年 3 月 6 日開会

の第 1 回町議会定例会

で、冒頭に教育長が述べ

たものです。

教育行政執行方針を述べる松原教育長

　

平
成
二
十
六
年
第
一
回
定
例
会

の
開
会
に
当
り
、
乙
部
町
教
育
委

員
会
の
所
管
行
政
に
関
す
る
主
な

方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
日
、
少
子
高
齢
化
や
高
度
情

報
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な

ど
社
会
・
経
済
の
仕
組
み
が
大
き

く
変
る
中
で
、
地
方
教
育
行
政
も

変
化
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
時
代
の
変
化
の

波
を
乗
り
越
え
、
持
続
的
な
社
会

の
形
成
に
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し

地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
人
材
を

学
校
教
育
は
そ
の
基
盤
づ
く
り
を

し
て
い
く
大
切
な
役
割
を
果
た
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

学
校
生
活
に
充
実
感
を
覚
え
「
ま

た
、
明
日
も
元
気
に
学
校
へ
行
こ

う
」
と
思
え
る
よ
う
な
学
校
創
り

は
も
と
よ
り
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
と
連
携
し
「
知
・
徳
・
体
」
の

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
子
ど
も
の
育

成
と
そ
の
基
盤
と
な
る
教
育
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
に
興

味
を
持
ち
楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、

基
礎
・
基
本
の
学
力
を
確
実
に
身

に
つ
け
、
さ
ら
に
応
用
実
践
へ
と

発
展
で
き
る
力
を
育
成
す
る
指
導

の
展
開
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
等

の
結
果
を
ふ
ま
え
、
町
と
し
て
の

分
析
や
改
善
方
策
の
方
向
を
示
し

な
が
ら
、
各
学
校
独
自
の
学
校
改

善
プ
ラ
ン
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
効
果
的
な
学
習
指
導
を
展
開

す
る
た
め
に
、
巡
回
指
導
教
員
活

用
事
業
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、

教
員
加
配
制
度
を
活
用
し
、
習
熟

度
別
学
習
指
導
や
少
人
数
指
導
な

ど
多
様
な
学
習
形
態
を
取
り
入
れ

学
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
授
業
改
善
と
望
ま
し
い

生
活
習
慣
の
定
着
を
車
の
両
輪
と

位
置
づ
け
「
乙
部
町
学
習
・
生
活

習
慣
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
作

成
し
た
「
家
庭
学
習
の
す
す
め
」

「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」
を
全
戸
配

布
し
、
子
ど
も
の
「
確
か
な
学
び
」
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は
じ
め
に

学
校
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

基
礎
・
基
本
の
学
力
の
定
着

と
確
か
な
学
び
を
育
て
る

学
習
指
導
の
充
実

　図書室と郷土資
料室は、定期の休
館日をなくし、町
民の皆さまの利便
性の向上と読書活
動の推進に努めま
す。
　また、学校や関
係 団 体 と 連 携 し、
読書習慣の定着を
図ります。

読書活動の推進

　乙部中学校での
ボランティア活動
として「猫の手活
動」が行われてい
ます。
　福祉ボランティ
ア活動を通してお
年寄りの方々と交
流など総合学習を
推進します。

児童によるボラ
ンティア活動
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を
支
え
る
た
め
、
学
校
と
家
庭
が

一
体
と
な
っ
て
の
取
り
組
み
を
積

極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
は
、
保
護
者
や
地
域
住
民

の
願
い
や
思
い
、
意
見
や
要
望
を

的
確
に
受
け
止
め
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
の
現
状
と
課
題
を
明

確
に
し
た
経
営
方
針
を
確
立
さ

せ
、
家
庭
や
地
域
社
会
と
連
携
・

協
力
し
互
い
に
信
頼
関
係
を
持
ち

な
が
ら
、
学
校
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
学
校
評
議
員
制
度

に
よ
る
外
部
評
価
な
ど
を
活
用
し
、

学
校
運
営
の
改
善
を
図
り
学
校
力

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
や
地
域
と
の
信

頼
関
係
は
、
子
ど
も
た
ち
の
手
本

と
な
る
べ
き
教
職
員
の
法
令
遵
守

が
大
事
で
あ
り
、
体
罰
や
わ
い
せ

つ
行
為
な
ど
の
根
絶
に
向
け
、
研

修
等
を
通
し
意
識
改
革
を
促
す
指

導
の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

豊
か
な
心
を
育
む
に
は
、
道
徳

教
育
や
体
験
的
な
活
動
を
通
じ

て
、
自
己
肯
定
感
と
と
も
に
他
を

思
い
や
る
心
や
豊
か
な
感
性
な
ど

を
培
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

こ
の
た
め
学
校
に
お
い
て
は
、

引
き
続
き
全
教
育
活
動
を
通
し
て

他
の
人
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
思

い
や
り
の
心
や
規
範
意
識
、
そ
し

て
生
命
を
大
切
に
す
る
心
な
ど
道

徳
の
時
間
や
総
合
学
習
の
時
間
ま

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
各
種
体
験
活

動
を
促
進
し
心
の
教
育
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
じ
め
防
止
に
向
け
て
、
乙
部

町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
並
び
に

各
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を

策
定
し
、
い
じ
め
の
な
い
楽
し
い

学
校
生
活
の
実
現
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
学
校
・
家
庭
・
関
係
機
関

と
の
連
携
を
密
に
し
、
各
種
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
や
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
を
行
い
早

期
発
見
、早
期
解
決
に
努
め
ま
す
。

　

健
や
か
な
体
を
育
く
む
た
め
に

は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に

つ
け
る
こ
と
は
極
め
て
大
切
で
あ

り
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

運
動
を
引
き
続
き
推
進
し
、
規
則

正
し
い
食
生
活
と
適
切
な
睡
眠
時

間
の
確
保
や
メ
デ
イ
ア
等
に
触
れ

る
時
間
の
目
安
を
決
め
生
活
の
リ

ズ
ム
を
整
え
て
い
く
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

は
、
成
長
期
に
あ
る
児
童
生
徒
の

心
身
の
健
全
な
発
達
の
た
め
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
安
全
で
安
心

な
給
食
の
提
供
は
も
と
よ
り
、
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
の
事
故
防
止
や

食
器
洗
浄
機
等
設
備
備
品
の
更
新

を
行
い
衛
生
管
理
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

将
来
の
自
立
や
社
会
参
加
を
目

指
し
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な

指
導
・
支
援
を
行
な
う
た
め
、
特

別
支
援
学
級
の
設
置
や
普
通
学
級

に
在
籍
す
る
発
達
障
害
を
抱
え
る

児
童
生
徒
に
つ
い
て
、
保
護
者
へ

の
啓
発
と
教
職
員
研
修
の
実
施
さ

ら
に
特
別
支
援
員
を
配
置
し
、
教

育
支
援
委
員
会
を
は
じ
め
特
別
支

援
学
校
等
・
関
係
機
関
と
の
連
携

を
密
に
し
な
が
ら
、
き
め
こ
ま
か

な
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
実
物
投
影
機
等
の

計
画
的
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

学
校
生
活
を
送
る
た
め
に
、
学
校

施
設
の
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
日
常
の
施
設
の
維

持
管
理
、
修
繕
な
ど
を
学
校
と
連

携
を
密
に
し
、
こ
れ
ま
で
同
様
に

万
全
を
期
す
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
の
学
び
や
す
い
環
境
整
備

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
環
境
の
急
激
な
変
化
や
少

子
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
趣

味
や
知
識
、
教
養
な
ど
を
高
め
る

為
の
活
動
な
ど
、
自
己
実
現
や
生

き
が
い
を
求
め
る
活
動
が
強
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

人
々
は
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
自

己
実
現
の
充
実
を
感
じ
社
会
を
豊

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

町
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
環
境
整
備
に
努
め「
い
つ
で
も
・

ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」
学
ぶ
こ

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
の
育
成

地
域
に
根
ざ
し
、
信
頼
さ

れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

特
別
支
援
教
育
の
充
実

教
育
環
境
の
整
備

生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

　このプロジェク
トでは、「家庭学習
のすすめ」と「手
引 き 」 を 発 行 し、
家庭教育や望まし
い生活習慣の定着
を図るため、学校
と家庭の連携した
取組みを支援しま
す。

乙部町学習・生活習
慣向上プロジェクト

　栄養バランスの
とれた食事を提供
することはもとよ
り、食に関する指
導に活用すること
で、食文化やマナー
も学んでいます。
　また、教育委員
が 学 校 を 訪 問 し、
給食交流も行って
います。

学校給食
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と
が
出
来
る
生
涯
学
習
社
会
の
実

現
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
社
会
に
あ
っ
て
青
少
年

が
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚

を
高
め
る
べ
く
地
域
が
企
画
す

る
、
世
代
間
交
流
な
ど
の
事
業
へ

積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
社
会
生
活
の
規
範
意
識
や
生

活
の
知
恵
を
身
に
つ
け
る
学
習
の

機
会
や
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
学
級
や
高
齢
者
大
学
な
ど

の
研
修
内
容
の
見
直
し
を
行
な
い

交
流
や
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
と

し
て
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
校
区
に
開
設
し
て
い

る
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
や
出
前
講

座
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
い
く
と

共
に
、
親
の
子
育
て
に
関
す
る
学

習
機
会
と
し
て
、
就
学
時
健
診
や

通
学
合
宿
な
ど
の
機
会
を
利
用
し
、

親
学
講
座
を
開
設
し
、
家
庭
の
教

育
力
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
々
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
子
ど
も
達
に
遊
び
を
通
し

て
、
町
の
伝
統
文
化
等
の
継
承
と

高
齢
者
と
子
ど
も
た
ち
の
交
流
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
芸
術
文
化

活
動
を
通
し
て
豊
か
な
心
を
育
み
、

教
養
を
高
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

多
様
で
優
れ
た
文
化
に
ふ
れ
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
、
芸
術
文
化
の
鑑

賞
機
会
の
拡
充
と
文
化
団
体
連
絡

協
議
会
と
連
携
し
町
民
文
化
祭
等

の
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、京
都
大
学
交
響
楽
団

に
よ
る
演
奏
会
を
開
催
す
る
運
び

と
な
り
、
生
の
迫
力
あ
る
演
奏
を

楽
し
む
機
会
が
実
現
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
町
民
が
人
生
を
よ
り
豊
か

に
心
身
と
も
に
健
康
で
充
実
し
た

生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
体
育
協
会
や

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
活
動
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
は
豊
か

な
心
と
他
人
に
対
す
る
思
い
や
り

を
育
み
、
体
力
の
向
上
や
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
習
慣
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
活

動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
プ
ー
ル
の
水
質
管

理
装
置
を
更
新
す
る
な
ど
安
全
・

安
心
な
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。　

　

公
民
館
は
、
誰
も
が
気
軽
に
利

用
で
き
る
憩
い
の
場
と
し
て
、
ま

た
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
室
の
蔵
書
の
充
実
は
も
と

よ
り
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を

図
る
た
め
、
引
き
続
き
小
中
学
校

の
長
期
休
業
期
間
中
の
開
館
時
間

の
延
長
を
行
う
と
と
も
に
、
今
年

度
か
ら
休
館
日
で
あ
っ
た
月
曜
日

も
開
館
日
と
し
て
読
書
活
動
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
乙
部
町
子
ど
も
読
書
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
各
学
校
と
連
携
し

読
書
活
動
の
推
進
を
図
り
、
今
年

度
、
小
学
生
対
象
ビ
ブ
リ
オ
大
会

を
開
催
し
読
書
習
慣
の
定
着
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

の
た
め
に
は
、
家
庭
や
地
域
の
教

育
力
の
向
上
が
大
切
で
あ
り
、
学

習
機
会
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
読
み

聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
活
動
を
支
援
し

親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

二
十
一
世
紀
を
担
う
人
づ
く
り

と
し
て
、
異
な
る
価
値
観
を
認
め

柔
軟
に
対
応
す
る
人
材
育
成
は
重

要
で
あ
り
、
引
き
つ
づ
き
留
学
生

と
の
国
際
交
流
夏
の
つ
ど
い
の
ほ

か
、外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

に
よ
る
一
般
町
民
を
対
象
と
し
た

英
会
話
教
室
、
小
中
学
生
を
対
象

と
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
英
会
話
教
室
の

開
催
や
小
中
学
校
と
の
連
携
に
よ

る
、
英
語
指
導
の
充
実
を
図
る
と

共
に
異
文
化
理
解
な
ど
幅
広
い
視

野
と
国
際
感
覚
を
持
つ
人
材
育
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
二
十
六
年
度
の
教

育
行
政
推
進
の
基
本
方
針
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

乙
部
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
大
き
な
夢
と
希
望
の
も
て
る

教
育
の
推
進
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

学
習
活
動
の
活
性
化

む
　
す
　
び

芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

公
民
館
活
動
の
推
進

国
際
交
流
の
推
進

　高齢者大学や地
域 学 級 を 開 催 し、
健康で元気な生活
をおくるため、軽
スポーツでの交流
や 郷 土 料 理 教 室、
郷土に関する講座
など、生涯学習の
推進を図ります。

学習活動の活性化
　町民文化祭では、
町民の方々の絵画
や書をはじめ、手
芸などの作品展示
のほか、芸能発表
などが行われてい
ます。
　今後も文化団体
連絡協議会と連携
し、町民の芸術文
化活動の充実に努
めます。

芸術文化の振興
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階
段

階
段

ボイラー室

1F

2F

ボイラー室

裏口

正面玄関

給湯室

交換室

乙部町役場主な窓口業務のご案内
役場庁舎〈62-2311〉

　　　平成 26年度の庁舎内の配置は次のとおりです。電話でのお問い合わせなどにご確認下さい。
業務時間は、午前８時 30分から午後５時 15 分までです。

①建設課
　道路・河川／水道／下水道／温泉供給／建築／町営住宅／町有財産／など
②財政課
　予算の編成・執行管理・決算／財政状況の公表／物品の納入・管理／など
③産業課
　農業振興／林業振興／水産振興／観光振興／商工労働関係／など
④農業委員会
　農地の管理・賃貸／など ⑤総務課

　防災行政無線／交通安
　全／防災／自治会町内
　会の振興
　広報／統計／
　職員関係／例規関係など
⑥選挙管理委員会
　各種選挙（国政・地方選
　挙）に関することなど

⑦税務課
　町税（道町民税・固定資産税・国民健康保険税・
　軽自動車税）の課税／町税の徴収／所得・納税・
　評価等の証明／など
⑧町民課
　福祉係／障がい者・高齢者福祉・保育園・集会
　　　　　施設の管理運営
　住民係／戸籍・住民基本台帳・印鑑証明等
　国保係／国民健康保険・後期高齢者医療保険
　年金係／国民年金・児童手当
　保健衛生係／環境衛生・健康増進・各種健診・
　　　　　　　予防接種・こども医療・浄化槽・
　　　　　　　母子保健
　介護保険係／介護保険　　など

⑨出納室
　町税・使用料等の収納／決算調
　整／支出命令審査／有価証券の
　出納保管／指定金融機関／など
⑩議会事務局
　議会運営／各種議会の委員会／
　請願・意見書／議会広報／など

●●●出先機関●●●
・教育委員会＜ 62-2253 ＞
　学校教育／学校管理運営／社会教育振興／社
　会教育・体育施設管理運営／など
・公民館＜ 62-3311 ＞
　町民会館・公民館の管理運営／図書室／文化
　財／歴史資料／郷土学／など
・給食センター＜ 62-2406 ＞
　学校給食／給食センターの管理運営など
・乙部町地域包括支援センター＜ 62-5845 ＞
　介護予防／高齢者の健康・生活の相談／高齢者
　の権利擁護／ケアマネジメントの支援／など
・つくし保育園＜ 62-2952 ＞
　未就学児童の保育／子育て支援センター／など
・乙部町国民健康保険病院＜ 62-2331 ＞
　内科・外科・小児科／病院の管理運営／など

ご用件のある課・係がわからない場合は総務課へお問い合わせ下さい。



円
と
前
年
度
か
ら
四
千
四
百
五
十

四
万
九
千
円
の
減
額
。
道
支
出
金

が
五
億
四
千
九
百
七
十
七
万
七
千

円
と
昨
年
度
か
ら
三
億
二
千
七
百

八
十
六
万
二
千
円
増
額
し
て
い
ま

す
。

　

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ

る
お
金
（
町
債
）
が
五
億
三
千

六
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
老
人
福
祉
、
児

童
福
祉
や
障
害
者
福
祉
な
ど
の

民
生
費
に
、
六
億
七
千
五
十
三

万
五
千
円
。

　

商
工
費
で
は
、
宿
泊
体
験
施

設
や
千
岱
野
地
区
の
集
会
施
設

の
建
設
事
業
な
ど
に
六
億
二
千

二
百
二
十
万
四
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
債
費
（
町
債
の
償
還

金
）
が
、
前
年
度
よ
り
八
百
十
六

万
六
千
円
増
の
五
億
三
百
二
十
二

万
一
千
円
と
全
体
の
十
三
・
五
六

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に
平
成
二
十

六
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

三
月
六
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
町

議
会
に
お
い
て
、
平
成
二
十
六
年

度
の
各
会
計
予
算
が
議
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
三
十
七
億

一
千
百
十
六
万
三
千
円
で
前
年
度

当
初
予
算
か
ら
四
億
六
千
四
百

九
十
一
万
円
（
十
四・
三
二
％
）

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
（
国
保
、
後

期
高
齢
者
、
介
護
保
険
、
簡
易
水

道
、
公
共
下
水
道
、
漁
業
集
落
排

水
、
病
院
）
の
総
額
は
、
二
十
一

億
五
千
七
百
二
十
七
万
三
千
円
と

な
り
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
合

わ
せ
て
、
五
十
八
億
六
千
八
百
四

十
三
万
六
千
円（
前
年
度
比
十
〇
・

〇
三
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
全
体
の
四
十
六
・

二
二
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
が

十
七
億
一
千
五
百
三
十
五
万
一
千

〔10〕

予
算
概
要

予
算
概
要

平成26年度
歳
　
　
　
入

歳
　
　
　
出

諸収入（2.01％）

道支出金
（14.80％）

国庫支出金
（5.60％）

町債
（14.30％）

繰入金（4.07％）

町税
（7.12％）

農林水産費
（8.86％）

教育費
（6.51％）

衛生費 
（8.31％）

総務費
（11.79％）

土木費
（8.71％）

民生費
（18.07％）

公債費
（13.56％）

その他（2.87％）

消防費（4.56％）

地方交付税
（46.22％）

その他
 （5.88％）

歳
入

歳
出

平成26年度一般会計予算額は

37億
　1,116万3千円
37億
　1,116万3千円

商工費
（16.76％）



特別会計予算額は
　 21 億
　　 5,727 万 3 千円

〔11〕

科　　目 予　算　額 前年度増減
町 税 2億6,431万7千円 △118万5千円
地方交付税 17億1,535万1千円 △4,454万9千円
国庫支出金 2億761万4千円 △1,456万9千円
道 支 出 金 5億4,937万7千円 3億2,786万2千円
繰 入 金 1億5,112万2千円 △2千円
諸 収 入 7,472万9千円 571万3千円
町 債 5億3,060万円 1億9,380万円
そ の 他 2億1,805万3千円 △216万円
合　　　計 37億1,116万3千円 4億6,491万円

科　　目 予　算　額 前年度増減
総 務 費 4億3,751万9千円 △9,048万9千円
民 生 費 6億7,053万5千円 8,654万4千円
衛 生 費 3億842万9千円 852万1千円
農林水産業費 3億2,873万4千円 619万4千円
商 工 費 6億2,220万4千円 5億2,573万7千円
土 木 費 3億2,313万6千円 △5,617万3千円
消 防 費 1億6,913万4千円 99万8千円
教 育 費 2億4,152万8千円 △4,019万9千円
公 債 費 5億322万1千円 816万6千円
そ の 他 1億672万3千円 1,561万1千円
合　　　計 37億1,116万3千円 4億6,491万円

会　　計 予　算　額 前年度増減
国民健康保事業特別会計 5億8590万5千円 △683万7千円
後期高齢者医療特別会計 6,353万3千円 676万4千円
介 護 保 険 特 別 会 計 7億6,112万6千円 4,134万9千円
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 1億325万2千円 △192万7千円
公共下水道事業特別会計 1億8,725万8千円 3,003万5千円
漁業集落排水事業特別会計 5,055万6千円 13万1千円
国民健康保病院事業会計 4億564万3千円 65万7千円

合　　　　計 21億5,727万3千円 7,017万2千円 

予算計上の主な事業〈一般会計〉

歳　出 歳　入

◆自治・ふるさと振興　　　　（1,873 万 5 千円）
　自治ふるさと振興対策（ふるさと振興助成金、ふれ
　あい交流盆踊り推進事業交付金、オートピア創造
　振興奨励補助金など）、地域おこし協力隊事業など
◆医療・保健体制の整備　（1 億 4,614 万 4 千円）
　国民健康保険病院事業会計繰出金、歯科診療所
　運営費、へき地患者輸送車の運行など
◆健康の保持促進　　　　　　 （1,770万3千円）
　疾病予防対策、母子保健対策、町民健康づくり
　推進協議会補助金など
◆老人福祉対策　　　　　（1 億 3,454 万 3 千円）
　老人の生きがい対策、長寿祝金の支給、高齢者
　医療対策、老人保護措置費、高齢者ふれあいセ
　ンター管理運営費など
◆児童福祉対策　　　　　（1 億 2,238 万 5 千円）
　常設保育園運営費、児童手当の給付、こども医
　療費給付事業など
◆障害者福祉対策　　　　（1 億 2,684 万 7 千円）
　障害者自立支援給付事業、重度心身障害者医療
　給付事業など
◆塵芥及びし尿処理対策　　 　（6,345万5千円）
　南部桧山衛生処理組合負担金、資源ごみリサイ
　クル運動推進事業交付金、浄化槽設置促進事業、
　廃棄物不法投棄対策など
◆季節労働者等雇用対策　　　 （3,223万7千円）
　緊急雇用創出推進事業、季節労働者援護事業など
◆農業の振興　　　　　　　　　   （3,673 万円）

　農業再生プラン、経営所得安定対策推進事業、
中山間地域等直接支払交付金、農業基盤整備促進
事業補助金など
◆林業の振興　　　　　　（1 億 8,507 万 2 千円）
　町有林整備事業、民有林整備事業、林業振興資
金貸付金、林業専用道鳥山富岡線開設事業、森林
管理道村山緑線開設事業など
◆漁業の振興　　　　　　　　　　　 （660 万円）
　水産業基盤整備、産業振興奨励補助金（ウニ深
浅移植事業、ナマコ育成礁試験事業等）など
◆観光資源及び関連施設の活用　（5 億 7,691 万 5 千円）
　宿泊体験施設建設事業、フェスティバル振興奨
励補助金、温泉供給施設の維持管理など
◆生活道路の整備　　　 　（1億5,778万4千円）
　姫川富岡線改良事業、橋梁長寿命化修繕事業、
町道維持補修事業、町道維持管理費など
◆住宅環境設備　　　　　　 　（1,121万5千円）
　公営住宅ふれあい通り緑町団地新築事業、町営
住宅維持補修など
◆街なみ整備　　　　　　　　　 （365万7千円）
　街なみ環境整備事業など
◆消防防災施設の整備　 　（1億6,870万9千円）
　檜山広域行政組合負担金、防災行政無線の維持管
理、緊急避難路等維持補修、防災資機材の整備など
◆学校教育の充実　　　　　　 （8,251万8千円）
　学校教育施設・設備等の整備充実、教材及び教
具の整備、児童・生徒就学援助対策、学校給食の
充実、語学（英語）指導助手の招致など



顔
で
見
送
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
三
日
に
は
元
和
の
道

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
四

月
六
日
か
ら
四
月
十
五
日
ま
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
期
間
中
は
、
各
自
治
会
町

内
会
や
企
業
の
協
力
に
よ
り
、
児

童
の
登
校
時
間
に
合
わ
せ
て
、
町

内
の
交
差
点
な
ど
で
街
頭
指
導
を

行
い
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、
十
三
日
に
は
元
和
の
道

の
駅
で
交
通
安
全
街
頭
啓
発
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
に

　

北
海
道
内
水
産
加
工
大
手
の
マ

ル
サ
笹
谷
商
店
の
乙
部
工
場
の
開

業
記
念
式
が
四
月
二
日
、
町
民
会

館
で
、
関
係
者
約
百
人
が
出
席
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
の
工
場
は
釧
路
管
内
を
拠

点
に
道
内
十
ヶ
所
目
で
、
釧
路
管

内
以
外
に
進
出
す
る
の
は
初
め
て

と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、笹
谷
智
貴
社
長
が「
安

心
安
全
な
製
品
を
安
定
的
に
生
産

し
、
当
社
会
長
の
笹
谷
正
幸
氏
の

ふ
る
さ
と
で
あ
る
乙
部
の
発
展
と

活
性
化
に
貢
献
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。

　

寺
島
町
長
は
「
物
流
的
な
こ
と

な
ど
条
件
が
不
利
な
中
、
ふ
る
さ

と
を
想
い
、
乙
部
町
へ
の
工
場
開

業
を
決
断
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
。

地
元
雇
用
の
確
保
な
ど
経
済
効
果

も
大
き
く
、
地
域
の
活
性
化
に
な

り
、ま
ち
を
挙
げ
て
支
援
し
た
い
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

四
月
三
日
か
ら
操
業
を
開
始

し
、
当
面
は
、
釧
路
地
方
の
生
産

の
一
部
を
乙
部
工
場
に
移
し
て
タ

マ
ル
サ
笹
谷
商
店

　
　
　
　 

乙
部
工
場
開
業

　

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
前

に
設
置
さ
れ
た
源
泉
か
け
流
し
の

足
湯
は
、
ベ
ン
チ
式
の
ほ
か
、
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
場
的
歩
行
湯
も

あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
四
月
十
九
日
に
開
設

し
、
肌
寒
く
て
も
、
子
供
た
ち
が

元
気
に
歩
行
湯
で
遊
び
、
保
護
者

の
方
々
は
、足
湯
で
「
ゆ
っ
た
り
」

し
、
会
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
、
タ
オ
ル

を
持
っ
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
、
軽
い
運
動
の
あ
と
に
足
湯
で

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

足
湯
で
「
ゆ
っ
た
り
」

ラ
コ
、
鮭
フ
レ
ー
ク
を
生
産
し
、

主
に
東
北
や
関
東
へ
出
荷
す
る
予

定
。

　

ま
た
、
工
場
で
は
パ
ー
ト
を
含

め
て
約
五
十
人
の
従
業
員
を
採
用

し
、
大
き
な
雇
用
を
生
み
出
し
て

い
ま
す
。

　

乙
部
町
へ
の
新
規
企
業
の
誘
致

は
、
平
成
十
八
年
に
生
ウ
ニ
加
工

で
操
業
し
た
㈱
小
川
商
店
館
浦
工

場
の
開
業
か
ら
八
年
振
り
で
、
檜

山
管
内
で
は
、
七
年
振
り
と
な
り

ま
す
。

乙
部
工
場
で
生
産
さ
れ
た
タ
ラ
コ
は
二
㌔

に
箱
詰
め
さ
れ
、
道
外
の
ス
ー
パ
ー
な
ど

へ
出
荷
さ
れ
ま
す

　

国
道
を
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー

に
児
童
か
ら
交
通
安
全
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
の
啓
発
グ
ッ
ツ
を
手

渡
し
、「
安
全
運
転
で
お
願
い
し
ま

す
。」
と
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン

　

鳥
山
ゆ
り
の
里
公
園
の
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
は
、
平
成
十
二
年
に
完

成
し
、
昨
年
は
延
べ
四
千
三
百
人

の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
オ
ー
プ
ン
を
待
ち
望

ん
で
い
た
利
用
者
が
春
風
の
冷
た

い
中
、コ
ー
ス
の
状
況
を
確
認
し
、

歓
声
や
談
笑
し
な
が
ら
プ
レ
ー
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

公
園
内
に
は
温
泉
施
設
や
体
験

農
園
も
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
心
地
の
良
い

汗
を
流
し
た
あ
と
は
ゆ
っ
く
り
と

温
泉
で
体
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

体
験
農
園
は
、
十
五
区
画
を
整

備
し
、
手
押
し
式
の
耕
起
機
も
備

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
手
軽
に
野

菜
作
り
な
ど
が
体
験
で
き
ま
す
。

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
利
用
料

　

シ
ー
ズ
ン
券　

七
千
円

　

一
日
利
用
券　

二
百
円

　

用
具
レ
ン
タ
ル　

百
円

・
温
泉
施
設
に
つ
い
て

　

入
浴
日　

火
、
木
、
土
、
日

　

時　

間　

十
三
時
か
ら
二
十
時

　

利
用
料　

大
人　

三
百
円

　
　
　
　
　

子
供　

百
五
十
円

・
農
園
使
用
料

　

一
区
画  

１
０
０
㎡　

五
千
円

　

申
込
み
期
間　

５
月
12
日
ま
で

　

申
込
み
先　

役
場
産
業
課

　
　
　
　

電
話
６
２-

２
３
１
１
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お父さん＝
　　　　　　筒塩　佑輔さん
お母さん＝
　　　　　　　　　愛さん
ぼくは
　 １歳６ヶ月の男の子です。
名前の由来＝
　２文字の名前の響きでりく
と決め、字画で漢字を決めま
した。
両親の願い＝
　人に優しく自分の信念を
持ってたくましく生きていけ
る人間になって欲しいです。

お父さん＝
　　　　　吉田　真樹さん

お母さん＝
　　　　　　　　郁恵さん

ぼくは
　１歳６ヶ月の男の子です。
名前の由来＝
　姉から「遥」をもらい、お
父さんの名前から「き」の読
みをもらい、周りにいない名
前をと考えて付けました。
両親の願い＝
　健康第一で、男らしく活発
な子に育って欲しいです。

筒塩　理巧くん

（豊　浜）
吉田　遥稀くん

（緑　町）

わが家のアイドル

とうき り　く

　

江
差
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
函

館
地
方
法
務
局
江
差
支
局
で
は
、
人

権
擁
護
委
員
の
日
（
六
月
一
日
）
の

行
事
の
一
つ
と
し
て
、「
困
り
ご
と

心
配
ご
と
特
設
相
談
所
」
を
開
設
し

ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
が
身
近
な
法
律
問

題
や
人
権
問
題
に
関
わ
る
様
々
な

ご
相
談
を
お
受
け
し
、
解
決
へ
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
予
約
不
要
、
秘
密
厳
守
、
無
料
）

　

な
お
、
函
館
地
方
法
務
局
江
差
支

局
で
は
、
い
つ
で
も
人
権
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日
時　

六
月
二
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
一
時
か
ら
三
時

場
所　

生
き
が
い
交
流
セ
ン
タ
ー

函
館
地
方
法
務
局
江
差
支
局
・
江
差

人
権
擁
護
委
員
会

　
　

電
話　

５
２
―
１
０
４
８

困
り
ご
と
心
配
ご
と

　
　
　
　

人
権
相
談

～
調
停
に
つ
い
て
～

　

今
回
は
、
裁
判
所
で
行
わ
れ
る

「
調
停
」
と
い
う
手
続
き
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。

　

調
停
は
、
簡
単
に
言
っ
て
し
ま

う
と
、
裁
判
所
で
話
し
合
い
を
し

て
紛
争
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
手

続
き
で
す
。
裁
判
官
と
裁
判
所
が

選
ん
だ
２
名
の
調
停
委
員
が
、
当

事
者
の
話
を
聴
き
取
っ
て
、
話
し

合
い
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

話
し
合
い
の
結
果
、
両
当
事
者

間
で
の
合
意
が
で
き
れ
ば
調
停
成

立
と
な
り
、
合
意
内
容
を
記
し
た

調
停
調
書
と
い
う
書
面
が
作
成
さ

れ
ま
す
。
こ
の
書
面
は
、
訴
訟
で

判
決
を
と
っ
た
の
と
同
一
の
効
力

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

万
が
一
合
意
内
容
が
守
ら
れ
な
い

場
合
で
も
、
強
制
執
行
が
可
能
な

権
利
に
つ
い
て
は
、
こ
の
書
面
に

基
づ
い
て
強
制
執
行
を
か
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す（
当

事
者
の
み
で
作
成
し
た
書
面
か
ら

直
接
強
制
執
行
を
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
）。

　

話
し
合
い
な
ら
当
事
者
だ
け
で

も
で
き
る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
客
観
的
な
目
で
紛
争

を
見
る
こ
と
の
で
き
る
第
三
者
が

入
る
こ
と
に
よ
り
、
話
し
合
い
が

ス
ム
ー
ズ
に
進
む
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
し
、
調
停
が
成
立

す
れ
ば
、
上
記
の
と
お
り
判
決
と

同
じ
効
力
を
持
つ
書
面
を
入
手
で

き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。

　

申
立
費
用
自
体
も
、
訴
訟
を
提

起
す
る
こ
と
に
比
べ
て
安
く
な
っ

て
い
ま
す
（
弁
護
士
を
つ
け
る
の

で
あ
れ
ば
、
当
然
弁
護
士
費
用
が

別
途
必
要
に
な
り
ま
す
）。

　

離
婚
事
件
な
ど
、
一
定
の
類
型

の
家
事
事
件
に
つ
い
て
は
、
い
き

な
り
訴
訟
を
提
起
し
て
裁
判
官
の

判
断
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、

原
則
と
し
て
訴
訟
の
前
に
調
停
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

調
停
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
い

な
ど
法
律
相
談
を
受
付
け
し
て
お

り
ま
す
。

自動車税の納期限は6月2日です。お問い合わせは檜山振興局まで

ご
予
約
は　

０
５
０
―
３
３
８
３
―
５
５
６
３　

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
法
テ
ラ
ス
江
差  
弁
護
士  

板
垣
義
一
）
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乙部町の子育て支援について紹介します

☆保健師・助産師が赤ちゃん訪問に伺います。
　・生後 1 か月未満のお子さんのお家に伺い、お母さ
　　んと赤ちゃんの健康をチェックします。
　・里帰り中の方のところへも伺うことができますの
　　で、お知らせください。
☆健診・相談を受けましょう。
　2 か月・4 か月・12 か月児健診　　
　7 か月・10 か月児相談　　
　1 歳 6 か月児・3 歳児健診
　エキノコックス症検診（小学 4 年生、中学 3 年生）
☆よい子の歯科検診（年 3回）を受けましょう。
　1 歳～就学児のお子さんを対象に無料で歯科検診や　
　フッ素塗布を行なっています。
☆法定予防接種を受けましょう。
　四種混合、ＢＣＧ、麻しん風しん、ヒブワクチン、
　小児用肺炎球菌ワクチン
　二種混合（小学 6 年生）
　子宮頸がん（現在積極的接種勧奨は行っていません

☆母子手帳をお渡しします。
☆妊婦健康診査、超音波検査、妊婦健康診査精密検査の受診券をお渡しします。
☆不安や悩みがあるときは、電話や訪問にて相談支援を行います。

【不妊治療に関して】
☆北海道では、不妊に関する相談支援や治療費の助成事業を行っています。
　詳しくは江差保健所（電話：52-1053）までお問い合わせください。

～妊娠したことがわかったら、なるべく早く役場へ妊娠届を出しましょう～

　

ちなみに ..．
乙部町の出生数
H23年：16名
H24年：23名
H25年：21名

～赤ちゃんが生まれたら～

☆出産育児一時金（原則 42 万円：医療保険から支給）「直接支払制度」より医療保険⇒病院に直接支払われます。
☆こども医療費助成制度（０歳～中学３年生：通院・調剤・入院医療費助成、高校１～３年生：入院医療費助成）
☆児童手当　☆児童扶養手当　☆特別児童扶養手当　☆母子寡婦父子福祉資金貸付　
☆重度心身障害者医療費助成　☆障害児福祉手当
～その他～
☆ベビーシート・チャイルドシート貸し出しサービス

～お金に関すること～

～お問い合わせ～
乙部町役場町民課　電話：62-2311

～育児ボランティアの募集について～
　育児ボランティアに興味はありませんか？
　時間の空いているときに、育児サークルに来て
お子さんと触れ合い、子育て中のお母さんとお話
しませんか？興味のある方は保健師までご連絡下
さい。

☆育児サークル
　・ぴよぴよ広場（1 歳 6 ヶ月未満のお子さんと保護者）
　・ひよこサークル（1 歳 6 ヶ月以上のお子さんと保護者）
　・ミニひよこサークル（0 歳～就学前のお子さんと保護者）
　・すくすく広場（1 歳～就学前のお子さんと保護者）
　・にこにこクラブ（今年度より新しく始まります）
　子育てに悩みがある方、お子さんの発達に遅れを感
　じて不安に思っている方を対象として、上ノ国町子
　ども発達支援センターのスタッフが訪問し、相談支
　援や遊びを通じた発達についてアドバイスしてくれ
　ます。興味のある方は、保健師までご連絡ください。

☆子育て相談（随時受付）
　役場保健衛生係（保健師）：☎ 62-2311　　　
　子育て支援センター（保育園内）：☎ 62-2030
☆巡回児童相談　（7 月 7 日、11 月 5 日予定。要予約。）
　児童相談所では、お子さんの成長・発達に関するこ
　と等、育児相談を行っております。
☆巡回教育相談　（7 月 3 日上ノ国ジョイ・じょぐら予
　定。要予約。）
北海道立特別支援教育センターでは、
　年長児を対象として、就学に関する相談を行ってお
　ります。

～子育てサークル・子育て相談についてご紹介します～
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日 月 火 水 木 金 土
／ ／ ／ ／ ₁ ₂ ₃〔憲法記念日〕

休日当番医
佐々木病院

ヒブワクチン予防接種
（国保 午後１時 30 分～）
不活化ポリオ予防接種

（国保 午後１時 30 分～）  

乙部中学校開校記念日 休日当番医
道立江差病院
町民プールオープン

（町プ 午前９時～）

₄〔みどりの日〕₅〔こどもの日〕₆ ₇ ₈ ₉ 10
休日当番医
勤医協診療所

休日当番医
半澤医院

休日当番医
道立江差病院

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～） 

男のためのお達者教室（体操）
（ケア 午後１時 30 分～）

11 12 13 14 15 16 17
休日当番医
乙部町国保病

狂犬病予防注射
（町内 午前10時～）
（詳細は18ページへ）

ぴよぴよ広場 
（栄ふ 午前 10 時～）
狂犬病予防注射

（町内 午前 10 時～）
（詳細は18ページへ）

サロン「とよはな」
（豊セ 午後 1 時～）
三種混合予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～）
四種混合予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～）
檜山圏域障がい者総合相談支援 めい巡回相談

（ケア 午後１時 30 分～）

おしゃべりサロン 
（姫ふ  午後 1 時 30 分～）
1 歳 6 か月児、3 歳児健診

（ケア 午後１時～）

 すくすく広場
（つ保 午前 9 時 30 分〜）
みたい！よみたい！
絵本とかみしばい

（乙公 午前 10 時〜）

18 19 20 21 22 23 24
休日当番医
厚沢部町国保病院
親子キノコほだ木体験学習

（乙公 午前 9 時 30 分〜） 

こころの健康相談
（江保 午後 3 時～）

赤ちゃん相談・赤ちゃん健診
（ケア 午後 1 時～） 

健康相談
（ゆ里 午後１時 30 分～）
お達者ぴんしゃん教室

（ケア 午前10時～）
肺炎球菌ワクチン予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～）
ウォーキング講座
 

健康相談
（三愛 午前 9 時～）
健康相談

（三研 午前 9 時 40 分〜）

南部檜山清掃セン
ターは機械点検整
備のため休業とな
ります。
乙部中学校体育祭

（乙中 午前 8 時 30 分〜）

25 26 27 28 29 30 31
休日当番医
道立江差病院
特定健診・がん検診・各種検査

（町館 午前 6 時～）
春の森林浴と植物観察会

（乙公 午前 9 時 30 分〜） 

特定健診・がん検診・各種検査
（豊セ 午前 6 時～）

麻しん風しん予防接種（1 歳児対象）
（国保 午後 1 時 30 分～）
BCG 予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～）
おたっしゃ体操教室

（豊セ  午後 1 時 30 分～）

5月のカレンダー

会
場
・
場
所
略
称

( つ保 ) つくし保育園

( ケア ) ケアセンターおとべ

( 町館 ) 町民会館

( 国保 ) 国保病院

( 町プ ) 町民プール

( ゆ里 ) ゆりの里活性化センター

( 江保 ) 江差保健所

（豊セ）とよはま地区センター

（栄ふ）栄浜ふれあいセンター

（乙公）乙部町公民館

4
27

4
28

4
29

4
30

( 三愛 ) 三ツ谷愛郷会館

( 三研 ) 三ツ谷研修会館

（姫ふ）姫川ふれあいセンター

( 乙中 ) 乙部中学校
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三
月
二
十
七
日
、
公
民
館
に
お

い
て
高
齢
者
大
学
修
了
式
が
開
催

さ
れ
、
百
名
を
超
え
る
学
生
が
出

席
し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
町
内
十

地
区
で
八
十
講
座
以
上
が
開
設
さ

れ
、
こ
の
日
、
各
地
区
の
代
表
者

へ
修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
の
交
歓
会
で
は
、
郷
土

料
理
教
室
や
町
外
視
察
研
修
、
健

康
づ
く
り
教
室
な
ど
各
地
区
の
一

年
間
の
学
習
の
あ
ゆ
み
を
ス
ラ
イ

ド
上
映
で
振
り
返
り
、
藤
島
キ
リ

子
氏
の
詩
吟
「
春
探
」、
澤
田
智

江
氏
と
白
川
ヒ
サ
ノ
氏
の
舞
踊

「
春
の
舞
」、
三
浦
博
文
氏
の
三
味

線
「
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
節
」
を
鑑

賞
し
、
一
年
間
の
学
習
の
締
め
く

く
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
皆
さ
ま
が
豊
か
で

潤
い
あ
る
生
活
を
過
ご
せ
る
よ

う
、
高
齢
者
大
学
の
受
講
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

四
月
九
日
、
不
審
者
に
よ
る
子

ど
も
達
の
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
、

犯
罪
の
な
い
安
全
で
明
る
く
住
み

よ
い
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
、
各

小
学
校
の
新
入
学
児
童
の
登
下
校

時
間
に
合
わ
せ
て
街
頭
啓
発
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

街
頭
啓
発
は
警
察
、
学
校
、
防

犯
協
会
、
役
場
、
教
育
委
員
会
等

が
協
力
し
て
実
施
し
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
が
各
校
下
毎
に
依
頼
し
て

い
る
「
こ
ど
も
を
守
る
家
」
の
の

一
年
間
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
る

～ 
高 
齢 

者 

大 

学 

修 

了 

式 

～

修了証書が各地区代表者へ渡されました

子
ど
も
達
を
犯
罪
の
被
害
か
ら
守
る

～
各
小
学
校
で
防
犯
啓
発
～

　

三
月
二
十
三
日
（
函
館
市
）

【
剣
道
の
部
】

《
団
体
戦
》

第
三
位　

乙
部
剣
道
少
年
団

(

伊
藤
さ
く
ら
・
若
木
晶
陽
・
平

野
恵
夢
・
小
松
歩
叶
・
陳
祐
綾
花)

《
個
人
戦
・
高
学
年
の
部
》

第
三
位　

陳
祐　

綾
花

【
空
手
の
部
】

《
組
手
・
小
学
男
子
五
年
の
部
》

第
三
位　

工
藤　

優
斗

第
三
十
七
回

少
年
武
道
大
会

三浦博文氏による三味線

教
育
委
員
会
だ
よ
り

第290号

ぼ
り
を
手
に
、
登
下
校
す
る
児
童

と
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
な

が
ら
啓
発
し
ま
し
た
。

　

今
年
、
札
幌
市
で
女
児
の
連
れ

去
り
事
件
が
あ
り
無
事
に
保
護
さ

れ
ま
し
た
が
、
町
内
に
お
い
て
も

不
審
者
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
声
か

け
事
案
等
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
を
犯
罪
の
被
害
か
ら
守

る
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
目
配

り
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

乙
部
小
学
校
で
の
街
頭
啓
発
の
様
子

交
通
安
全
を
願
っ
て

～
商
工
会
女
性
部
が
寄
贈
～

交
通
安
全
グ
ッ
ズ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　

四
月
一
日
、
乙
部
町
商
工
会
女

性
部
の
米
田
百
合
子
部
長
か
ら
、

今
年
度
入
学
し
た
小
学
新
一
年
生

全
児
童
（
三
校
二
十
六
名
）
の
交

通
安
全
を
願
っ
て
、
反
射
材
付
き

の
交
通
安
全
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
一
年
生
は
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を

ラ
ン
ド
セ
ル
に
下
げ
、
元
気
に
通

学
す
る
姿
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
登
下
校
に
慣
れ
な
い
児
童

も
い
ま
す
の
で
、
車
の
安
全
運
転

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

商
工
会
女
性
部
の
皆
さ
ま
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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「親子キノコほだ木体験学習」
　ここ十数年ほど、樹木から分泌される森林の香りの成分
であるフィトンチッドなどが健康にいいと言われ、森林浴
人気が高まっています。乙部の自然豊かな山の中を歩き、
草花を観察したり春の山菜を採ったり楽しみませんか。下
山後は山菜の天ぷらをみんなで味わいます♪
■日　時　平成 26 年５月 25 日（日）　
　　　　　午前９時 30 分（公民館前バス出発）
■会　場　竹森山方面
■持　物　歩きやすい服装、飲物、おにぎりなど
■参加料　300 円（天ぷら材料代）
■申込み　５月 22 日 ( 木 ) 午後５時までに公民館へ
　　　　　お申し込み下さい。（℡ 62-3311）

　乙部を含め日本では、ウドやシイタケなど様々な山野草
を人工栽培して収穫の安定化を試してきました。今回は、
その中でもキノコのほだ木を作る作業を体験します。キノ
コは１年半待って、来年の秋にはニョキニョキ伸びてきま
す♪ぜひ、親子でご参加下さい。
◆日　時　平成 26 年５月 18 日（日）午前９時 30 分
◆会　場　公民館裏の町民公園
◆対　象　小中学生親子（30 名）
◆持　物　汚れてもいい服装、飲物、虫除けなど
◆参加料　無料（ほだ木は教育委員会で保管します）
◆申込み　５月 15 日（木）午後５時までに公民館へお申し
込み下さい。（℡ 62-3311）

「春の森林浴と植物観察会」

図書室の新刊おすすめ紹介
【一般向け】
●ゼロ、ハチ、ゼロ、ナナ             　   （辻村 深月）
●カレイドスコープの箱庭             　   （海堂   尊）
●まほろばの王たち                   　　   （仁木 英之）
●首都崩壊                            　　　   （高嶋 哲夫）
●日本橋本石町やさぐれ長屋         　    （宇江佐 真理）
●私の敬語正しいと思っていたけれど    （森下 みえこ）
●いつもの畑で収穫２倍！              　  （福田  俊）
●育児のお悩み解決                  　　　 （フクチ マミ）
●ビブリオバトルを楽しもう            　 （谷口 忠大）

【児童向け】
●パペット探偵団事件ファイル１～３　 （如月 かずさ）
●ドキーマギー動物学校４        　   　  （姫川 明月）
●しずくちゃん 16 ～ 22        　　　　   （ぎぼ りつこ）
●オリンピックまるわかり事典   　　    （PHP 研究所）
●ミッケ！６            　　　　　　　　 （ウォルター・ウィック）
●スーパーヒーロー・パンツマン１～５　　　 （デイブ・ピルキー）
●子どもに読んであげたい 365 日のおはなし　（野上　暁）

　４月から図書室は月曜日も開室し、図書の貸出し・返却
のほか、学習スペースも利用できます。
　皆さまのご来室をお待ちしています♪

町民温水プール
5月3日（土）9時オープン!!
　町民プールは温泉熱を利用した水温 30℃の快適な
温水プールです。水中運動は陸地よりも膝や腰への
負担が軽いと言われています。健康や体力の保持増
進に町民皆さまのご利用をお待ちしています。
■利用時間
　土日祝日　午前 10 時～午後 6 時
　  　　　　  　（8/13 ～ 16 日も含む）
　平　　日　午後 1 時 30 分～午後 8 時
　休 館 日　月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）
 　期　　間　10 月 13 日まで（予定）
■利 用 料
　中学生以下　　 50 円
　（町外の場合は 110 円）
　高　校　生　　200 円
　一　　　般　　240 円

「みたい！よみたい！絵本とかみしばい」
◆と　き　５月 17 日（土）10 時～
◆ところ　公民館図書室
◆協　力　館浦婦人会読み聞かせの会
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お 知 ら せ

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

　

五
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
５
月
8
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
1
時
45
分

▽
５
月
20
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時

　

町
、
江
差
保
健
所
、
道
獣
医
師
会

道
南
支
部
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度

の
狂
犬
病
予
防
注
射
及
び
畜
犬
登
録

を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、

指
定
の
時
間
ま
で
に
所
定
の
場
所
へ

犬
を
連
れ
て
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
自
宅
訪
問
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
事
前
に
役
場
町
民
課
保
健
衛

生
係
（
☎
６
２-

２
３
１
１
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

往
診
料
と
し
て
９
６
０
円
が
か
か

り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
犬
を
飼
わ
れ
る
方

は
畜
犬
登
録
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん

料　　　　　　金
狂 犬 病 予 防 注 射 手 数 料 2,560 円
狂 犬 病 予 防 注 射 済 票
交 付 手 数 料 550 円

計 3,110 円
畜 犬 登 録 手 数 料
(すでに登録されている方は必要ありません) 3,000 円

狂
犬
病
予
防
注
射

畜

犬

登

録 

の
実
施

月日 時　　間 場　　　　　所

５
月
12
日
㈪

10:00 ～ 10:20 滝　 瀬 成 田 千 代 司 宅 前
10:25 ～ 10:45 滝　 瀬 伊 勢 ミ ネ 宅 前
10:50 ～ 11:10 元　 町 み な と 交 流 館 前
11:15 ～ 11:35 緑　 町 公 営 住 宅 公 園 前
11:40 ～ 12:00 緑　 町 乙 部 振 興 公 社 前
13:00 ～ 13:20 緑　 町 役 場 前
13:25 ～ 13:45 館　 浦 田 村　 強 宅 横
13:50 ～ 14:10 館　 浦 福 山　 誠 宅 横
14:15 ～ 14:40 栄　 浜 工 藤 一 成 宅 横
14:45 ～ 15:00 鳥　 山 バ ス 停 前
15:10 ～     自 宅 訪 問

月日 時　　間 場　　　　　所

５
月
13
日
㈫

10:15 ～ 10:35 豊　 浜 消 防 分 遣 所 前
10:40 ～ 11:00 花　 磯 漁協石油タンク前
11:05 ～ 11:15 潮　 見 旧 明 和 小 学 校 前
11:25 ～ 11:35 可 笑 内 新 谷 商 店 前
11:40 ～ 12:00 元　 和 清 水 商 店 前
13:00 ～ 13:20 姫　 川 農 協 倉 庫 前
13:25 ～ 13:40 姫　 川 旧 小 学 校 前
13:45 ～ 14:05 旭　 岱 寿 の 家 前
14:15 ～ 14:25 千 岱 野 研 修 会 館 前
14:30 ～ 14:50 富　 岡 旧 小 中 学 校 前
15:00 ～     自 宅 訪 問

平
成
二
十
六
年
度
調
理

師
試
験
の
お
知
ら
せ

・
試
験
の
日
時

　

八
月
二
十
八
日
（
木
）

　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時

・
受
験
願
書
の
提
出
先
・
配
布
先
及
び

　
受
付
期
間
　

・
提
出
先
・
配
布
先

   

最
寄
り
の
保
健
所
又
は
支
所

・
受
付
期
間

   

五
月
十
二
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　
　

五
月
二
十
三
日
（
金
）

　

郵
送
の
場
合
は
、
必
ず
書
留
郵
便
に

よ
り
送
付
し
、
五
月
二
十
三
日
ま
で
の

消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま

す
。

・
問
い
合
わ
せ
先

   

北
海
道
江
差
保
健
所
（
北
海
道
檜
山

振
興
局
保
健
環
境
部
保
健
行
政
室
）

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

電
話　

５
２
―
１
０
５
３

乙部町国民健康保険病院　5月外来診療日程表
１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

午
前

村
瀬
村
瀬
道
立
江
差
病
院

勤
医
協
診
療
所

半
澤
医
院

道
立
江
差
病
院

村
瀬
村
瀬
村
瀬

乙
部
国
保
病
院

村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬

厚
沢
部
国
保
病
院

村
瀬
村
瀬
奈
良
村
瀬
村
瀬

道
立
江
差
病
院

村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬

野
村
野
村

野
村
野
村
奈
良

野
村
野
村
野
村
野
村
野
村

野
村
野
村
野
村
野
村
奈
良

野
村
野
村
野
村
野
村
野
村

午
後
村
瀬
野
村

奈
良
奈
良
村
瀬

野
村
村
瀬
野
村
村
瀬
野
村

野
村
奈
良
奈
良
奈
良
村
瀬

野
村
村
瀬
野
村
村
瀬
野
村

檜山圏域障がい者総合支援センター“めい”巡回相談のお知らせ
 “めい”では、障がいのある方およびご家族の方の地域生活を送るうえでの日常生
活面での困りごとや、就学や就職の際の支援等あらゆる相談をお受けしています。
　平成 26 年度乙部町へは、下記の日程で相談員が来町しますので、ご希望の方は、
役場福祉係までお申込みください。

日　程 時　  間 場　 所
5 月 14 日（水）午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分 ケアセンターおとべ
9 月 24 日（水）午前 10 時～ 12 時 乙部町役場会議室
1 月 14 日（水）午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分 ケアセンターおとべ

乙部町役場福祉係　電話　62-2311

家庭ゴミ、木の枝、枯草等の野焼きは禁じられています。タバコのポイ捨ては、絶対にやめましょう。山林内で火入れをする場合は、許可が必要です。

診療受付時間　午前   8:30〜11:00
　　　　　　　午後 13:00〜15:00

※診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持するためにも、できる
　限り通常の診療時間内に受診いただきたくなど、適正受診にご協力お願いいたします。



循 環 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

消 化 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　火・水曜日

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

外 科 午前　月～金曜日
整 形 外 科 午前　月～金曜日
小 児 科 午前　月～金曜日

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日
午後　水曜日

神 経 精 神 科 午前　月～金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月～金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前　７日・15日・20日・21日・29日
午後　14日・28日

眼 　 　 　 科 午前　木曜日
午後　７日・　21日・　28日

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日（6日は休日のため7日に変更）
神 経 内 科 ２日・　16日・　30日
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外来診療体制
5 月の診療予定です

“がん”に負けないためにできること
（消化器内科 伊東医師講座）

　最近著名人が“がん”で立て続けに亡くなっていますね。さて、
突然ですが、“がん”という病気について皆様はどんな印象をお持
ちでしょうか？大半のかたが、「自分とは関係ないけど、不治の病
といわれるぐらい恐ろしい病気だ」「かかったらおしまいだ」といっ
た印象をお持ちなのではないでしょうか。はたして本当に“がん”
は自分とは関係ない病気なのでしょうか？ 40 歳から 89 歳までの
死因の第１位を癌が占めています。いいかえると、“がん”で、死
ぬことは決して珍しいことではなく、いつでも自分もしくは自分
のまわりに起こりうる事態なのです。日本人の約二人に一人は癌
になるといわれており、三人に一人は癌で亡くなるといわれてい
ます。高齢化が進む今、“がん”という病気は非常に身近な病気な
のです。ですが、決して不治の病ではなくなってきています。早
期発見・早期治療が大事となってきます。早期発見にかかせない
のが、がん検診になります。症状の現れる前に早期発見し、治療
の成功率をあげることで、癌の死亡率を下げること。それこそが
がん検診の目的であり、日本でも無料で受診できる検診はたくさ
ん存在します。しかし、実際の受診率は、といいますと受診率は
20％程度と低迷し、特に北海道は低くなっています。受診しなけ
れば発見することもできません。機会があればぜひ今年こそ受診
をお願いします。　

看護職員募集のお知らせ
　現場復帰される方、新人の方も個別にしっかりサポートしま
す。通年募集しておりますので気軽にご連絡ください。（臨時
採用は面接のみ） 電話 52-0036（内線 202）渡

わたなべ

邊

道 立 江 差 病 院 か ら お 知 ら せ

午前･･･ 8時00分～11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～）                   
　　　  午後･･･13時00分～14時30分

受 付 時 間

診療日は予定であり変更になる場合もあります。
事前に病院にご確認の上、受診してください。

山火事を発生させない心がけ

ねんきんの窓

　20 歳以上の方は、学生であっても国民
年金に加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少な
いため、ご本人の所得が一定額以下の場合、
国民年金保険料の納付が猶予される「学生
納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する
大学、専修学校など（修業年限１年以上で
ある課程）に在学する学生等で、ご本人の
前年所得が基準額以下であることが条件で
す。申請の際には、学生証の写し又は在学
証明書が必要です。
※〈所得の基準額〉118 万円 ＋｛扶養親族
等の数× 38 万円 ｝

国民年金保険料学生納
付特例制度のご案内 　４月から消費税が８％に引き上げられたことに伴い、所得の少な

　い方および子育て世帯への負担を考慮し、給付金を支給します。

１．臨時福祉給付金
　●給付対象者
　　平成 26 年度道町民税が課税されない方
　　※課税されている方の扶養親族、または生活保護等受給者は対象外
　●給付額
　　対象者１人につき１万円
　　※老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金、児童扶養手当、特別児
　　　童扶養手当、特別障害者手当を受給されている方は、５千円を加算

２．子育て世帯臨時特例給付金
　●給付対象者
　　平成 26 年１月の児童手当受給者
　　※前年の所得が児童手当の所得制限額を超える方は対象外
　●給付額
　　平成 26 年１月分の児童手当対象となる児童１人につき１万円
　　※臨時福祉給付金の対象者および生活保護等の被保護者は対象外

★共通注意事項
　□給付対象者の審査には、道町民税の申告が必要です
　□申請の受け付けは、６月以降で、手続き方法等については、広
　　報などでお知らせします

問い合わせ　　町民課福祉係　電話　62-2311

臨時福祉給付金・子育て世帯
臨時特例給付金を支給します
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管
理
係
兼
庶
務
係
（
警

防
係
兼
管
理
係
）
石
山
佑
樹
▼
予
防

係
兼
危
険
物
係（
予
防
係
兼
管
理
係
）

坂
矢
琢
郎

◎
退
職
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▼
金
澤
久
芳
（
次
長
兼
管
理
係
長
）

昇
格
者

▼
団
本
部　

菊
池
要
一
（
副
団
長
）

▼
第
一
分
団　

寺
島
光
泰
（
部
長
）

工
藤
泰
幸（
班
長
）
米
坂
日
公（
班
長
）

入
団
者

▼
第
２
分
団　

田
村
拓
也
▼
第
３
分

団　

麓
将
敏

退
団
者
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▼
団
本
部　

近
藤
宗
司
▼
第
一
分
団

谷
藤
弘
樹
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広報

　
こ
ん
に
ち
は

　
　
よ
ろ
し
く
ね　
　
　
　
　      　

佐
々
木
春は

る瑠
く
ん（
一
春
・
育
美
・
男
の
子
）
緑
町

館　
　

佑ゆ
う
ご互

く
ん（
陽
晴
・
麻
衣
子
・
男
の
子
）
緑
町

　
お
く
や
み

　
　
　
申
し
上
げ
ま
す

佐
々
木　

勇
さ
ん（
65
歳
）元　

町

合
坂　

秀
乃
さ
ん（
90
歳
）緑　

町

石
塚　

恭
子
さ
ん（
73
歳
）館　

浦

三
上　

吉
夫
さ
ん（
85
歳
）栄　

浜

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

町 の 人 口
= ３月末現在 =

世帯数　1,928（−14）〈―39〉
人　口　4,110（−57）〈―138〉
　男　　1,884（−30）〈―69〉
　女　　2,226（−27）〈―69〉

（ ）内は前月との比較増減
〈 〉内は 3 月末からの累計増減

３
月
15
日
〜
４
月
14
日

〔20〕

職
員
の
人
事
異
動

消
防
団
の
人
事
異
動

よ
ろ
こ
びか

な
し
み

　

四
月
一
日
付
け
で
、
職
員
の
人
事

異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◎
乙
部
町
人
事
（　

）
内
は
異
動
前

▼
総
務
課
長
（
産
業
課
長
）
杉
江
英

樹
▼
税
務
課
長
（
税
務
課
参
事
）
中

嶋
俊
哉
▼
産
業
課
長（
産
業
課
参
事
）

品
野
肇
▼
産
業
課
参
事
（
産
業
課
長

補
佐
）
吉
田
宏
幸
▼
財
政
課
長
補
佐

（
財
政
課
財
政
係
長
）
萬
木
譲
▼
産

業
課
長
補
佐
（
産
業
課
水
産
係
長
）

阿
部
栄
二
▼
国
保
病
院
給
食
栄
養
科

次
長
（
国
保
病
院
給
食
栄
養
係
長
）

八
木
智
美
▼
総
務
課
主
査
（
総
務
課

主
査
・
北
海
道
に
派
遣
）
高
島
博
志

▼
税
務
課
徴
収
係
長（
税
務
課
主
査
）

明
石
要
▼
産
業
課
商
工
労
働
観
光
係

長
（
税
務
課
主
査
）
三
上
裕
士
▼
町

民
課
住
民
係
長
兼
年
金
係
長
（
教
育

委
員
会
事
務
局
主
査
）
増
川
伸
吾
▼

国
保
病
院
看
護
係
長
（
国
保
病
院
看

護
師
）
三
浦
須
美
子
▼
産
業
課
主
査

（
町
民
課
主
査
）
高
橋
祐
基
▼
建
設

課
主
査
（
建
設
課
技
術
係
）
吉
田
尚

史
▼
税
務
課
長
の
兼
務
を
解
く
会
計

管
理
者
兼
出
納
室
長
宮
川
寿
巳
▼
町

民
課
年
金
係
長
事
務
取
扱
を
解
く
町

民
課
長
佐
藤
英
稔
▼
産
業
課
商
工
労

働
観
光
係
長
事
務
取
扱
を
解
く
産
業

課
長
補
佐
前
田
平
蔵
▼
町
民
課
住
民

係
長
事
務
取
扱
を
解
く
町
民
課
長
補

佐
品
野
百
合
子
▼
町
民
課
保
健
衛
生

係
（
産
業
課
農
務
係
）
小
伊
勢
祐
太

▼
産
業
課
水
産
係
兼
商
工
労
働
観
光

係
（
教
育
委
員
会
文
化
振
興
係
）
三

上
雄
大
▼
税
務
課
徴
収
係
兼
賦
課
係

（
税
務
課
賦
課
係
兼
徴
収
係
）
渡
辺

尚
樹
▼
町
民
課
介
護
保
険
係
（
財
政

課
財
政
係
）
加
藤
謙
一
▼
財
政
課
財

政
係
（
産
業
課
商
工
労
働
観
光
係
）

宍
戸
嵩
章
▼
税
務
課
賦
課
係
兼
徴
収

係
（
総
務
課
総
務
係
兼
交
通
住
民
運

動
係
）
中
村
夕
貴
▼
財
政
課
経
理
係

（
町
民
課
年
金
係
兼
福
祉
係
）
工
藤

ひ
と
み
▼
町
民
課
国
保
係
（
財
政
課

経
理
係
）
常
田
圭
祐

◎
新
規
採
用

▼
総
務
課
総
務
係
兼
交
通
住
民
運
動

係
新
家
瑞
生

◎
退
職
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▼
菊
池
晃
（
総
務
課
長
）
▼
北
越
由

紀
子
（
町
民
課
長
補
佐
）
▼
藤
永
健

太
郎
（
国
保
病
院
副
院
長
）
▼
鈴
木

浩
太
（
町
民
課
国
保
係
）

◎
再
任
用

▼
町
民
課
住
民
係
北
越
由
紀
子

◎
教
育
委
員
会
事
務
局
人
事

▼
事
務
局
参
事
兼
公
民
館
次
長
兼
社

会
教
育
係
長
（
総
務
課
長
補
佐
）
西

田
卓
見
▼
社
会
教
育
係
兼
文
化
振
興

係
（
町
民
課
保
健
衛
生
係
）
上
田
侑

昌
▼
総
務
学
校
教
育
係
（
総
務
課
総

務
係
兼
交
通
住
民
運
動
係
）
細
畑
佑

一
郎

◎
退
職
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▼
菊
池
則
之
（
事
務
局
参
事
兼
公
民

編　

集　

後　

記

　

四
月
の
人
事
異
動
で
担
当
に
な
り

ま
し
た
。

　

役
場
に
勤
務
し
、
十
五
年
に
な
り

ま
す
が
、
地
域
の
こ
と
な
ど
で
知
ら

な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
地
域
の
行
事
な
ど
に

も
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
域
で
の
話
題
や
広
報
へ
掲
載
し

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

5月は固定資産税（第１期）の納期限です。

▽
地
域
の
振
興
に
役
立
て
て
く
だ

　
さ
い
。

　
株
式
会
社
　
シ
グ
マ

　
代
表
取
締
役
　
由
利
弘
子
さ
ん

　

百
万
円

　

あ
た
た
か
い
ご
寄
付

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
に
感
謝
し
ま
す


